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技技術術のの概概要要

無機材や有機材で周期的ナノ構造を
作製することに成功しており、さらにそ
れらが抗微生物性を発現することを実
験により明らかにしている。右上図に
抗菌性を示す樹脂ナノ構造の一例を
示す。構造の形状も制御することがで
きるため、用途に応じたナノ構造を提
供することが可能である。
本研究で採用したナノ構造の作製法

は、大面積かつ簡易、安価に作製が可
能である。また、ナノ構造のピッチ、高
さ、直径は自由に調整が可能である。
右下図にISO規格(18184：プラーク法)

を参考にして抗ウイルス性を評価した
結果を示す。ナノ構造の高さを増加さ
せると、ウイルス活性値が４桁も上昇し
た。この結果からナノ構造が高いほど
抗ウイルス活性を持つことがわかる。

・医療機器
・トイレトリー部材、各種上下水道配管など
・食品用抗菌フィルム、食品工場用壁材など

ナナノノ構構造造をを利利用用ししたた抗抗微微生生物物材材料料

これまでの抗菌剤は、抗生物質や金属ナノ粒子を用いたものであった。これらは、抗菌スペク
トルが狭い、長期安定性が無い、人体への影響が懸念されるなど課題を抱えている。また、近
年は、抗生物質への耐性を持った(AMR)細菌による死者数が増加しており、新しい原理に基づく
抗菌材料が望まれている。

本技術は、ナノ構造と細菌の物理的相互作用により、抗微生物作用（抗菌、抗ウイルス、抗バ
イオフィルム）を発現するだけでなく防汚、低反射など多岐に渡る機能を発揮する。
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